◇◇◇◇◇ 学校心理士米国研修について ◇◇◇◇◇

日本学校心理士会及び学校心理士資格認定委員会では，1998年度から，学校心理士の先進国である米国や英国の大学院におけるSchool PsychologistやSchool Counselor，そしてEducational Psychologistの活動や養成について学ぶ研修を実施しました。

今回は第４回目の研修先，アメリカ合衆国デラウェア州のニューアーク市を訪問します。デラウェア州立大学（ＵＤ）でスクールサイコロジストの養成やスクールサイコロジスト実践の基盤となる知識や倫理について学び，周辺の小学校，中・高等学校においてスクールサイコロジストの活動や学校教育の様子を視察します。ＵＤは大学院で「３年制」のスクールサイコロジスト養成コースをもち，諸学校と連携しながらスクールサイコロジストを育て，支援しています。また今回，ワシントン近郊のＮＡＳＰの事務局も訪問したいと考えています（予定）。

今回の研修では，ＵＤのスクールサイコロジスト養成コースの養成コースについてベア教授の講義を聞いたり，小学校，中・高等学校等でスクールサイコロジスト活動の見学，スクールサイコロジストとのディスカッション等を予定しています。内容的には，コンサルテーション・連携，アセスメント，ＬＤ，自閉等への支援などに関する学習を盛り込みたいと思います。

この研修成果を我が国の学校心理士の活動に広く活用していただきたく，各支部において指導的活動をされている方々はじめ，学校心理士の方々，学校心理士を養成される大学院の担当者の方々，学校心理士を活用する行政や管理職の方々にふるってご参加いただくよう，ご案内申し上げます。

記

研修先　デラウェア州立大学と近隣の小学校，中・高等学校など

研修の主な内容

１．大学院におけるSchool Psychologistなどの養成

２．小学校，中・高等学校におけるSchool Psychologist などの実践

３．School Psychologistの保護者や地域との連携のあり方

以上

